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Ⅰ 調査概要 

１ 調査概要 

調査目的 

「世田谷区社会的養育推進計画（令和３年度～令和１１年度）」の

見直しにあたり、当事者である子ども（社会的養護経験者を含む）

の意見を十分に反映すること、また子どもにとっては、一人ひとり

の意見がきちんと聴かれ、自分たちの声によって社会に何らかの

影響を与えることができるという経験の場にすることを目的す

る。 

調査対象 

① 区内外の児童養護施設で生活する区措置児童（小～高校生） 

② 区内外の里親に委託されている区措置児童（小～高校生） 

③ 区児童相談所または子ども家庭支援センターが関わり、在宅

での児童福祉司指導や在宅支援※を受けている要保護児童（小～

高校生） 

（※学生ボランティア派遣事業、子どもと家庭を支える学習・生活支援の拠点事

業を利用中 または 区内母子生活支援施設に入居中） 

④ 区内外の自立援助ホームで生活する区が委託した若者 

⑤ 児童養護施設退所者等 

配布方法 

施設職員、利用事業の委託事業者、児童相談所の担当児童福祉司

等を通じて手交 

※児童養護施設退所者等はインターネット回答のみのため、出身

施設等を通じオンライン回答用 URL を周知 

回答方法 

返信用封筒による郵送回答または Logo フォームを利用したオン

ライン回答。 

※小学校低学年の児童は郵送回答のみ 

※児童養護施設退所者等はインターネット回答のみ 

調査時期 
令和６年５月２７日（月）～６月１０日（月） 

回収率 

（７月 10 日時点） 

【全体】39.1％（配布：243 件 回答：95 件） ※速報時 89 件 

【内訳】 

 郵送回答：61 件（64.2％） ※速報時 55 件 

 インターネット回答：34 件（35.8％） 

※回答のパーセンテージについては小数点以下１桁で切り上げているため、合計が一致しない

場合がある。 
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２ 調査項目  

各調査対象への調査項目は次の表のとおり。 

なお、同分類の設問であっても対象によって回答の選択肢を一部変更している。 

分類 
設問内容 対 象 

 ① ② ③ ④ ⑤ 

１自分自身につ

いて 

  

性別 ● ● ● ● ● 

学年 ● ● ● ● ● 

自立援助ホームに来る前の住まい       ●   

２普段考えてい

ることについて 
自己肯定感、保護的体験の有無 ● ● ● ● ● 

３子どもの権利

について 

 

 

 

  

  

  

  

差別の禁止 ■ ■ ■     

守られる権利（大人が一緒に考えてくれ

る） 
● ● ●     

育つ権利（心身の健全な育成） ● ● ●     

参加する権利（意見表明権） ● ● ●     

育つ権利（学習権） ■ ■ ■     

育つ権利（遊ぶ権利、休む権利） ● ● ●     

相談先の把握 ● ● ●     

子どもの権利を守るための仕組み     ■     

４子どもの意見

表明について 

  

 

  

  

  

悩んでいること ■ ■ ■ ● ● 

相談相手の有無 ● ● ● ● ● 

相談相手 ● ● ● ● ● 

意見表明等支援事業【相談希望の有無】 ● ●       

意見表明等支援事業【頻度】 ● ●       

意見表明等支援事業【支援者】 ● ●       

意見表明等支援事業【意見表明の方法】 ● ●       

５児童相談所に

ついて 

  

  

意見表明の有無 ● ● ●  ●   

児相のケースワーク（担当児福司の来所

の頻度） 
● ● ● ●   

児童相談所への意見（自由記述） ● ● ● ●   

６子ども家庭支

援センターにつ

いて 

  

 

  

子ども家庭支援センター（ケースワーカ

ー）の認知度 
    ●     

意見表明の有無     ●     

子家センのケースワーク（ケースワーカ

ーの来所の頻度） 
    ●     

子家センへの意見（自由記述）     ●     
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７児童養護施設

について 

   

生活上の不満 ●         

不満に対する相談相手 ●         

理想の職員像 ●         

児童養護施設への意見（自由記述） ●         

８里親について 

  

  

  

生活上の不満   ●       

不満に対する相談相手   ●       

理想の里親像   ●       

里親への意見（自由記述）   ●       

９自立援助ホー

ムについて 

  

  

生活上の不満       ●   

不満に対する相談相手       ●   

理想の職員像       ●   

自立援助ホームへの意見（自由記述）       ●   

10 自立につい

て 

自立に向けて不安なこと       ●   

自立後にあったら使いたい支援       ●   

11 退所後に必

要な支援につ

いて 

  

退所後困ったこと・不安だったこと         ● 

入所中に知りたかった支援         ● 

退所後にあったら使いたい支援の有無         ● 

せたエールの認知度         ● 

12 母子生活支

援施設につい

て 

  

生活上の不満     ※     

不満に対する相談相手     ※     

理想の職員像     ※     

母子生活支援施設への意見（自由記述）     ※     

13 公的サービ

スについて 

  

  

   

現在利用しているサービスの種別     ●     

現在利用しているサービスの満足度     ●     

（不満と答えた人対象）不満の理由     ●     

安心できる居場所の有無 ● ● ● ●   

安心できる居場所の姿 ● ● ● ● ● 

緊急時のシェルターについて     ● 

14 進路につい

て 

  

進学希望の有無・種別 ▲ ▲ ▲     

20 年後のイメージ ▲ ▲ ▲     

施設を出た後の必要な支援（自由記述） ▲ ▲ ▲     

15 その他 

  

区への意見（自由記述） ● ● ● ● ● 

アンケートに対する意見（自由記述） ■ ■ ■ ● ● 

 ※ 在宅支援を受けている要保護児童のうち、母子生活支援施設入所児童のみ 

■：中学生以上、▲：小学校高学年以上 

分類１～３の設問は、令和５年度に実施した「（仮称）世田谷区子ども・若者総合計画

（第３期）」の策定にあたり実施した、世田谷区小学生・中学生調査と共通している。 
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Ⅱ 調査結果 

１ 児童養護施設、里子 

☞ アンケート調査票  50 ページ 

配布数 80 件（児童養護施設 58 件、里子 22 件） 

回答数 

内訳 

52 件（児童養護施設 42 件、里子 10 件） 

郵送回答  45 件／インターネット回答 5 件 

回答率 
65.0％ ※速報時 60.0％ 

（児童養護施設 72.4％、里子 45.5％） 

設問 

分類１ 自分自身について 

分類２ 普段考えていることについて 

分類３ 子どもの権利について  

分類４ 子どもの意見表明について 

分類５ 児童相談所について 

分類６ 児童養護施設について／分類７ 里親について 

分類１３ 公的サービスについて 

分類１４ 進路について 

分類１５ その他 

 

（分類１）自分自身について 

⚫  52 件の回答のうち、「男子・男性」が 24 件（46.2％）、「女子・女性」が 25 件

（48.1％）、「そのほか」、「答えたくない」、無回答がそれぞれ１件（各 1.9％）あった。 

⚫  学年別の回答数は、以下のとおりである。 

・小学校低学年：8 件（１年生０件、２年生 2 件、３年生６件） 

・小学校高学年：１１件（４年生４件、５年生６件、６年生１件） 

・中学生：17 件（１年生６件、２年生６件、３年生５件） 

・高校生以上：１５件     ・無回答：１件 
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（分類２）普段考えていることについて 

⚫  自己肯定感や保護的体験の有無に関する以下の 12 問（小学校低学年・高学年は７

問）について、中学生以上には 「とてもそう思う」、「まあそう思う」、「どちらでもな

い」、「あまりそう思わない」、「まったくそう思わない」の５段階評価、小学校低学年・

高学年には「はい」、「いいえ」、「どちらでもない」の３段階評価でたずねた。 

 

 

【中学生以上】 

「とてもそう思う」「まあそう思う」をあわせた割合は、「②自由に使える時間がある

（87.9％）」で最も高く、「①周りの人は自分の意見をちゃんと聞いてくれている

（84.8％）」、「③自分の身体や健康を大切にしたい（81.8％）」が続いた。 

 一方、「あまりそう思わない」「まったくそう思わない」をあわせた割合が高かったのは

「④孤独だと感じる」で 54.5％、次いで「⑩社会を自分の力で変えられる」で 45.5％で

あった。 

 

 

 

 

 

 

 



6 

 

【小学生（低学年・高学年）】 

 「はい」の割合は、「②自由に使える時間がある」、「③自分の身体や健康を大切にした

い」で最も高く 89.5％であった。次に、「⑪地域のお祭りなどに行くのが好きだ」が

84.2％で続いた。 
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（分類３）子どもの権利について 

⚫ 子どもの権利に関する以下の６問（小学校低学年は４問）について、「はい」、「いい

え」、「どちらでもない」、「わからない」の４段階評価でたずねた。 

 

 

【中学生以上】 

「はい」の割合は、「⑤自分に合った方法で学ぶことができる（75.8％）」が最も高く、

その次に「⑥やりたいことを楽しみ、のびのび遊び、疲れたら休むことができている

（69.7％）」、「③心も身体ものびのびと成長でき、安心して暮らしている（66.7％）」が

続いた。 
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【小学校高学年】 

 「はい」の割合は、⑥やりたいことを楽しみ、のびのび遊び、疲れたら休むことができて

いる（81.8％）」が最も高く、「③心も身体ものびのびと成長でき、安心して暮らしている

（72.7％）」と「④自由に意見を言うことができ、大人はその意見を大切にしてくれる

（72.7％）」が並んだ。 

 

 

 

 

 

【小学校低学年】 
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⚫  子どもの権利を守るための相談機関等の認知度について、複数選択可でたずねた。 

 

【中学生以上】 

全体では「児童相談所（93.9％）」、次いで「子どもの権利ノート（69.7％）」の順で高

かった。なお、児童養護施設入所児童においては、85.2％が「児童養護施設においてあ

る意見箱」、66.7％が「児童養護施設の第三者委員」を選択した。また里子の 50.0％が

「里親支援機関（フォスターホームサポートセンターともがき等）」と回答した。 

 

 

（対象別） 
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【小学生高学年】 

「児童相談所」、「子どもの権利ノート」の認知度はいずれも 81.8％、「せたホッと（せ

たがやホッと子どもサポート）」は 45.5％であった。また、児童養護施設入所児童にお

いては「子どもの権利ノート（87.5％）」に次いで「児童相談所（75.0％）」、「児童養護施

設においてある意見箱（75.0％）」、「児童養護施設の第三者委員（62.5％）」が続いた。

里子における「里親支援機関（フォスターホームサポートセンターともがき等）」の認知度

は 66.7％であった。 

 

 

（対象別） 

 



11 

 

【小学校低学年】 

「児童相談所」の認知度は 100％であった。また、「子どもの権利ノート」の認知度は

25.0％と、他の年代に比べて低い結果となった。 
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（分類４）子どもの意見表明について 

⚫  日頃悩んでいることについて、中学生以上と小学生高学年に複数選択可でたずね

たところ、中学生以上では「５．勉強や進学のこと（39.4％）」を選んだ人が最も多く、

「12．将来のこと（33.3％）」、「２．今の自分の状況のこと（27.3％）」と続いた。 

小学校高学年では、11 件中５件が「９．特にない」と回答したものの、それを除く６

件の回答では「１．今住んでいる家のこと」と「４．勉強のこと」が 27.3％、「３．家族

のこと」が 18.2％であった。 

 

⚫  困ったことがあったときに相談できる相手はいるかどうかたずねたところ、「はい

（相談相手がいる）」と答えたのは中学生以上で 75.8％（33 件中 25 件）、小学生

高学年では 90.9％（11 件中 10 件）、低学年では 87.5％（８件中７件）であった。 

 

⚫  相談相手がいると答えた人に対して、それは誰か複数選択可でたずねた。 

中学生以上では「児童養護施設の職員」と答えたのが 76.0％、「友だち」と答えた

のが 60.0％であり、「児童相談所の人」と答えたのは 44.0％であった。また、児童

養護施設入所児童の 89.5％が「児童養護施設の職員」、里子の 83.3％が「里親支

援機関（フォスターホームサポートセンターともがき等）」と回答した。 

小学校高学年では、全体では、「児童相談所の人（50.0％）」が最も高かった。ま

た、児童養護施設入所児童においては「児童養護施設の職員」を選んだ人が

85.7％、里子では「里親さん」が 100％、「里親支援機関（フォスターホームサポート

センターともがき等）」が 66.7％であった。 

また、小学校低学年では全体の 57.1％が「じどうそうだんじょの人」と回答した。

また、児童養護施設入所児童の 50.0％が「じどうようごしせつ（今すんでいるいえ）

の人」と回答した。里子においても「さとおやさん（今すんでいるおうちの人）」は

100％であった。 

 

⚫  意見表明等支援事業の取組みに関して、意見表明等支援員が来たら相談してみた

いか、「はい」または「いいえ」でたずねたところ、中学生以上では「いいえ」が

78.8％に上った。 

「いいえ」の理由としては、「相談したいことがない・必要ない」、「特に困っている

ことがない」のほか、「第三者委員、施設の意見箱で事足りると感じるから」、「自分

は知らない人に話したくないから」などが挙げられた。 

なお、小学校高学年では 81.8％、低学年では 87.5％が「はい」と回答した。 

 

⚫  意見表明等支援員にどのくらい来てほしいかたずねたところ、中学生以上、小学

校高学年ではいずれも「５．来てほしいと思ったとき」が最も多かった。（中学生以上

72.7％、小学校高学年 63.6％） 小学校低学年では、「３．１か月に１回（62.5％）」

が最も多かった。 
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⚫  意見表明等支援員としてどのような人に来てほしいか、中学生以上と小学校高学

年に複数選択可でたずねたところ、中学生以上では「２.女性」という回答が最も多

かった。一方、小学校高学年では「８.気持ちを大切にしてくれる人」が多かった。 

 

 

 

⚫  また、小学校低学年には同様の設問を自由記述でたずねたところ、「やさしいひと」

と類似の回答が３件得られた。 

 

⚫  どのようにすれば意見表明等支援員に意見が言いやすいか、複数選択可でたずね

たところ、すべての年代で「１．同じ人がいつも話を聞いてくれる」と「２．誰にも秘密

で話をきいてくれる」が多かった。 
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（分類５）児童相談所について 

⚫  「児童相談所の人に言いたいことを言えていますか」という質問に対し、「はい」と

回答したのは中学生以上では 87.5％、小学校高学年では 100％、低学年では

87.9％であった。 

 

⚫  児童相談所の担当の児童福祉司の来所頻度について、もっと会いに来てもらいた

いかたずねたところ、「２．今のままでいい」という回答が中学生以上では 75.8％、

小学生高学年では 63.6％と最も高かった。一方、低学年で「２.今のままでよい」と

い回答は 25.0％であった。 

「１.もっと会いに来てほしい」を選択した中には、「世田谷児相から距離のある場

所に住んでいるとなかなか会えない」（中学生以上）という意見もあった。 

 

⚫  児童相談所への意見を自由記述で求めたところ、次のような回答があった。（一部

抜粋） 

・「面会は年１回でいいです」（中学生以上） 

・「妹にあいたい」（中学生以上） 

・「もっと会いにきてほしい」（小学校高学年） 

・「もっと遊びに来てほしい」（小学校低学年・職員代筆） 
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（分類６）児童養護施設について 

⚫  児童養護施設における生活上の不満についてたずねた結果、中学生以上では「３．

決まりやルールが多い（44.4％）」が最も多く、次に「２ .我慢することが多い

（40.7％）」が続いた。また、小学校高学年でも「２ .がまんすることがおおい

（62.5％）」が飛び抜けて高かった。小学校低学年では、他の年代と同じく「２．がま

んすることがおおい（42.9％）」、「３．きまりやルールがおおい（42.9％）」が高かっ

たほか、「９.あそんだり、出かけたりするじかんがすくない（42.9％）」が高かった。 

「10.その他」の意見としては、「門限が短い」（中学生以上）、「ゲームする時間が少

ない」（小学校低学年）等が挙げられた。 

 

 

 

⚫  生活上の不満を誰かに相談したかという設問では、すべての年代で「いいえ」のほ

うが高く、中学生以上では 51.9％、小学校高学年では 62.5％、低学年では

42.9％という結果だった。 

「はい（中学生以上 40.7％、小学校高学年 37.5％、小学校低学年 28.6％）」と

答えた人に対して、誰に相談したか自由記述でたずねたところ、「施設長」（中学生以

上）、「しょくいん」（小学校高学年）、など、施設関係職員を挙げる回答が中学生以上

で７件、小学校高学年で１件あった。 

その他の回答としては「友達」（中学生以上１件）、「大人」（中学生以上１件、小学校

高学年１件）が挙がった。 
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⚫  理想の職員像としては、中学生以上では「３ .話をしっかりきいてくれる人

（74.1％）」、「４.あなたの気持ちを大切にしてくれる人（63.0％）」の順で続いた。

その他の意見として、自由記述で「よく相手してくれる人、辛さを経験して子供の気

持ちがわかる人、児童養護施設の子供について勉強して適切な接し方ができる人」

（中学生以上）といった回答があった。 

小学校高学年では、「２.勉強を教えてくれる人」、「３.話をしっかりきいてくれる

人」、「４.あなたの気持ちを大切にしてくれる人」、「５.こまったときに相談にのって

くれる人」が 50.0％で並んだ。また、低学年では「１.いっしょに遊んでくれる人」と

「４.あなたの気持ちを大切にしてくれる人」が 83.3％で並んだ。 

 

 

⚫  児童養護施設に求めることや、児童養護施設への意見について自由記述を求めた

ところ、次のような回答があった。（一部抜粋） 

 ・「子供の意見を全無視しないでちゃんと聞いてくれる所」（中学生以上） 

 ・「職員の数が多くて公共エリアを独り占めする子にちゃんと指導ができて全部自由で

門限が早くても 8 時がいい」（中学生以上） 

 ・「けいたいありがいい」（中学生以上） 

 ・「1 対 1 の時間が減ったから職員を増やしてほしい」（小学校高学年） 

 ・「すいっちがしたい」（小学校高学年） 
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（分類７）里親について 

⚫  里親家庭における生活上の不満についてたずねた結果、半数が無回答であった。 

回答があった中では、選択肢の中で「知らない大人との新しい生活」、「いままで

の家とは違う決まりやルールがある」、「里親さんに気を遣う」、「思ったことを言い

づらい」が挙げられた。 

 

⚫  生活上の不満を誰かに相談したかという設問では、中学生以上では「はい」が

16.7％、「いいえ」が 50.0％、無回答が 33.3％であった。相談相手としては「児相

の職員、学校の友達」が挙げられた。 

小学校高学年・低学年で「はい」と回答した人はいなかった。 

 

⚫  理想の里親像としては、中学生以上では「ダメなことはダメと言ってくれる人

（66.7％）」が最も高かった。 

小学校高学年では、「いっしょに遊んでくれる人」、「話をしっかりきいてくれる人」、

「あなたの気持ちを大切にしてくれる人」が 66.7％で並んだ。 

 

⚫  里親に求めることや、里親への意見について自由記述を求めたところ、「いつもあ

りがとう」（中学生以上）といった里親への感謝があった。 
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（分類 13）公的サービスについて 

⚫  ホッとでき、安心していられる場所について複数選択可でたずねたところ、中学生

以上、小学校高学年ともに「６.学校」が最も多かった。一方、小学校低学年では「３.

親と一緒に住んでいた家」が多かった。 
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⚫  どのような場所が安心できるかという質問に対しては、中学生以上、小学校高学

年ともに「２.一人で過ごせたり、何もせずのんびりできる」、「４.好きなことをして自

由に過ごせる」の順で高かった。 
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（分類 14）進路について 

⚫  中学生以上に対して、進路の最終希望学歴についてたずねたところ、「５.大学また

はそれ以上（36.4％）」が最も高かった。 

 

 

 

 

⚫  20 年後の自分のイメージについて、以下の８問についてたずねた。 

 

① 自分がやりたいと思っていることをしている 
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② なんでも話せる人が自分の周りにいる 

 

③ 健康的に生活している 

 

④ 結婚している・パートナーと生活している 
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⑤ 子どもを育てている 

 

⑥ 生きがい、やりがいを見つけている 

 

⑦ 共通のしゅみを持った仲間がいる 
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⑧ 地域や周りの人に認められている 

 

 

 

 

⚫  施設を出たあとに必要な支援や、ほしいサポートについて自由記述でたずねたと

ころ、以下のような回答があった。（一部抜粋） 

・「毎月お金とごはんとすむ家とひつようなもの」 

・「生活に必要な物を支援してほしい。」 

・「定期的に施設の職員と面談したい。一人暮らしで困った時、相談出来る場所が欲

しい」 

・「住む場所とお金がほしい 施設を出ても職員と繋がってたい」 
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２ 在宅指導・在宅支援中の要保護児童 

☞ アンケート調査票  72 ページ 

配布数 

55 件 

（児童相談所ケース ８件、子ども家庭支援センターケース 47 件） 

※ 子ども家庭支援センターケースのうち、母子生活支援施設入所

者 27 件    

回答数 

内訳 

24 件 ※速報時 18 件 

（児童相談所ケース ８件、子ども家庭支援センターケース 16 件） 

郵送回答 12 件／インターネット回答 12 件 

回答率 

43.6％ ※速報時 31.9％ 

（児童相談所ケース 100．0％、子ども家庭支援センターケース 

29.8％） 

設問 

分類１ 自分自身について 

分類２ 普段考えていることについて 

分類３ 子どもの権利について 

分類４ 子どもの意見表明について 

分類５ 児童相談所について 

／分類６ 子ども家庭支援センターについて 

分類 12 母子生活支援施設について 

分類 13 公的サービスについて 

分類 14 進路について 

分類 15 その他 

➢  児童相談所または子ども家庭支援センターが関わる子どもについて、在宅指導・

在宅支援を受けている要保護児童として、まとめて集計している。 

➢  分類５は児童相談所が関わっている児童のみ、分類６は子ども家庭支援センター

が関わっている児童のみに回答してもらった。 

➢  子ども家庭支援センターが関わっている児童のうち、母子生活支援施設に入所し

ている場合のみ分類 12 を回答してもらった。 
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（分類１）自分自身について 

⚫  24 件の回答のうち、「男性・男子」が 11 件（45.8％）、「女性・女子」が９件

（37.5％）、「答えたくない」、「わからない」がそれぞれ２件（各 8.3％）であった。 

⚫  学年別の回答数は、以下のとおりである。 

・小学校低学年：２件（１年生１件、２年生０件、３年生１件） 

・小学校高学年：５件（４年生２件、５年生３件、６年生０件） 

・中学生：16 件（１年生３件、２年生６件、３年生６件） 

・高校生：１件（１年生１件、２年生０件、３年生０件） 
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（分類２）普段考えていることについて 

⚫  自己肯定感や保護的体験の有無に関する以下の 12 問（小学校低学年・高学年は７

問）について、中学生以上には 「とてもそう思う」、「まあそう思う」、「どちらでもな

い」、「あまりそう思わない」、「まったくそう思わない」の５段階評価、小学校低学年・

高学年には「はい」、「いいえ」、「どちらでもない」の３段階評価でたずねた。 

 

 

【中学生以上】 

「とてもそう思う」「まあそう思う」をあわせた割合は、「①周りの人は自分の意見をち

ゃんと聞いてくれている」と「②自由に使える時間がある」が 88.2％で並んだ。次に高

かったのは「③自分の身体や健康を大切にしたい」で 82.4％、「⑫家族の他に自分のこ

とを真剣に考えてくれる大人がいる」が 76.5％で続いた。 

一方、「あまりそう思わない」「まったくそう思わない」の割合が高かったのは「⑦学校

が楽しい」で、53.0％であった。 

 また、「⑤自分自身のことが好きだ」という問いに対しては 29.4％が「とてもそう思う」

「まあそう思う」と回答したのに対し、35.3％が「あまりそう思わない」「まったくそう思

わない」と回答した。 
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【小学生（低学年・高学年）】 

 

 「②自由に使える時間がある」については、全員が「はい」と回答した。一方「⑦学校が

楽しい」については、中学生以上と同様「はい」の割合は低く 28.6％、「いいえ」が

14.3％であった。 
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（分類３）子どもの権利について 

⚫ 子どもの権利に関する以下の６問（小学校低学年・高学年は４問）について、「はい」、

「いいえ」、「どちらでもない」、「わからない」の４段階評価でたずねた。 

 

 

【中学生以上】 

「はい」の割合は、「⑥やりたいことを楽しみ、のびのび遊び、疲れたら休むことができ

ている（64.7％）」で最も高く、次に「②自分にとってよいことはなにか、大人と一緒に

考えてもらえる」、「③心も身体ものびのびと成長でき、安心して暮らしている」、「④自由

に意見を言うことができ、大人はその意見を大切にしてくれる」が 58.8％で続いた。 

 一方、「②自分にとってよいことはなにか、大人と一緒に考えてもらえる」、「④自由に

意見を言うことができ、大人はその意見を大切にしてくれる」は、「いいえ」「どちらでも

ない」をあわせた割合も他の設問と比べて 29.4％と高かった。 
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【小学校高学年】 

「はい」の割合は、「①どんな理由でも差別されない」、「②自分にとってよいことはな

にか、大人と一緒に考えてもらえる」が 60.0％で並んだ。 

 

 

 なお設問②③④⑥について、低学年２件の回答を含めた結果は以下のとおり。 

「はい」の割合は、「②自分にとってよいことはなにか、大人と一緒に考えてもらえる」

で 57.1％とやや下がり、「④自由に意見を言うことができ、大人はその意見を大切にし

てくれる」で上昇した。 
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⚫  子どもの権利を守るための相談機関等の認知度について、複数選択可でたずねた

ところ、子ども家庭支援センターケースにおいても「児童相談所」の認知度は高く、

中学生以上で 70.0％、小学生で 66.7％であった。 

「おやこのための相談 LINE」「せたがや子どもテレフォン」は、子ども家庭支援セ

ンターケースでの認知度が低い結果となった。 
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⚫  子どもの権利を守るための仕組みをたずねたところ、全体では「３．子どもの困っ

たことや大人に伝えたいことを、伝える手伝いをしてくれる人がいる」、「６.子ども

が、意見を伝える方法を学ぶところがある」が 33.3％で最も高かった。 

児童相談所ケースの児童だけに限ると、「８.子どもが意見を言える場所がある

(62.5%)」が最も高く、次いで「１.子どもが困ったときに誰にも知られず相談でき

る場所が近くにある」、「３．子どもの困ったことや大人に伝えたいことを、伝える手

伝いをしてくれる人がいる」、「５.大人達に子どもの権利についてもっと伝える」、

「６.子どもが、意見を伝える方法を学ぶところがある」が 50.0％で並んだ。 

 

（対象別） 
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（分類４）子どもの意見表明について 

⚫  日頃悩んでいることについて、中学生以上と小学生高学年に複数選択可でたずね

たところ、中学生以上では「５．勉強や進学のこと（64.7％）」を選んだ人が最も多く、

次いで「４．学校のこと（41.2％）」、「12．将来のこと（35.3％）」と続いた。 

小学校高学年では、「３.友達のこと（60.0％）」が最も多く、「２.勉強のこと

（40.0％）」が続いた。 

 

⚫  相談相手の有無についてたずねたところ、「はい（相談相手がいる）」と答えたのは

中学生以上で 52.9％（17 件中９件）、小学生では 85.7％（７件中６件）であった。 

一方、子ども家庭支援センターケースの児童に限ると、中学生以上で「はい」と答

えたのは 40.0％となり、60.0％が「だれにも話さない・話したくない」と回答した。 

 

⚫  相談相手がいると答えた人に対して、それは誰か複数選択可でたずねた。 

子ども家庭支援センターケースでは、中学生以上の全員（100.0％）と小学生の３

件（60.0％）が「親」「お父さん・お母さん」を選択した。「児童相談所」は中学生以上

で 1 件（25.0％）、小学生で 2 件（40.0％）が選択した一方、「子ども家庭支援セン

ター」を選択したのは小学生で１件（20．0％）であった。また「12．その他」として、

石や花といった物質を挙げた人もいた。 

児童相談所ケースでは、中学生以上の 80.0％が「親」を選択した。また、「児童相

談所」は中学生以上の 60.0％が選択した。 
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（分類 5）児童相談所について 

⚫  「児童相談所の人に言いたいことを言えていますか」という質問に対しては、8 件

中 6 件（75.0％）が「はい」と回答した。 

 

⚫  児童相談所の担当の児童福祉司の来所頻度についてたずねたところ、「もっと会

いに来てほしい」という回答が１件、「今のままでいい」が３件あった。（「わからない」

2 件、無回答２件） 

 

⚫ 児童相談所への意見を自由記述で求めたところ、次のような回答があった。 

 ・「部屋で独りの時もっと来て話して欲しい。」（中学生以上） 

  

 

 

 

 

 

 

（分類６）子ども家庭支援センターについて 

⚫  子ども家庭支援センターの認知度についてたずねたところ、知っていると答えた

のは中学生以上で 8 件（80.0％）、小学校では 6 件（100.0％）であった。 

 

⚫  子ども家庭支援センターを知っていると答えた人のうち、「言いたいことを言えて

いるか」という問いに対して「はい」と答えたのは、中学生以上で７件（87.5％）だっ

た。一方、小学生では「はい」は 2 件（33.3％）、「いいえ」が 3 件（50.0％）であっ

た。（無回答 1 件） 

「いいえ」と答えた理由として、「いいたいことがないから」、「ひろめたくないから」

が挙げられた。 

 

⚫  子ども家庭支援センター職員の面会頻度については、中学生以上の 7 件（70.0％）

が「今のままでよい」と答えたが、「もっと会いに来てほしい」という回答が１件あっ

た。小学生では、「今のままでよい」が 4 件（70.0％）であった。 

 

⚫  子ども家庭支援センターへの意見について自由記述を求めたところ、次のような

回答があった。 

 ・「あんまりガン見したり目をあわせようとしないでほしい」（小学校高学年） 

 ・「タイミングがわからない」（小学校高学年） 
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（分類１２）母子生活支援施設について 

⚫  在宅で子ども家庭支援センターが関わっている児童のうち、母子生活支援施設に

入居している児童（中学生以上３件、小学生 5 件）から回答を得た。 

 

⚫  母子生活支援施設に入居している児童に対して、施設における生活上の不満につ

いてたずねたところ、「1．決まりやルールが多い」が 2 件選択されたほか、「あそぶ

じかんをふやしてほしい」（小学校高学年）、「ほうそうの音が大きい」（小学校高学年）

の回答があった。 

 

⚫ これらの生活上の不満について誰かに相談したかを尋ねたところ、中学生以上では

「はい」と答えた人は０件であった。小学生では、２件が「職員」に相談したと回答した。 

 

⚫ 理想の職員像として、「1．いっしょに遊んでくれる人」、「4．あなたの気持ちを大切

にしてくれる人」、「5．こまったときに相談にのってくれる人」が選択された。 

 

⚫ 母子生活支援施設への意見について自由記述を求めたところ、次のような回答が

あった。（一部抜粋） 

 ・「みんなでたくさん遊びたい！！勉強をたくさんしたい。」（中学生） 

 ・「部屋が入口から見えやすいところをかべでかくしてほしい」（小学校高学年） 
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（分類１３）公的サービスについて 

⚫  ホッとでき、安心していられる場所について複数選択可でたずねたところ、子ども

家庭支援センターケースに関しては中学生以上、小学生ともに「1．今住んでいる家

（中学生以上 60.0％、小学生 66.7％）」と「13．インターネット空間（SNS、

YouTube やオンラインゲームなど）（中学生以上 60.0％、小学生 50.0％）」が高

かった。その他の場所として、子どもと家庭を支える学習・生活支援の拠点を挙げる

回答もあった。 

 児童相談所ケースにおいても、「13．インターネット空間（SNS、YouTube やオン

ラインゲームなど）」は回答が高く 50.0％であった。その次に「8．公園」、「10．ゲー

ムセンターやハンバーガー店などのお店」、「11．無料で勉強を見てくれる場所や、食

事や軽食を無料か安く食べることができる場所」が 37.5％で並んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



36 

 

⚫  どのような場所が安心できるかという質問に対して、子ども家庭支援センターケ

ースの中学生以上では「1．いつでも行きたい時に行ける」、「4．好きなことをして自

由に過ごせる」が 70.0％で最も高かった。「４．好きなことをして自由に過ごせる」

は、小学生においても最も高かった。 

児童相談所ケースにおいては、「1．いつでも行きたい時に行ける」と「3．ありのま

までいられる、自分を否定されない」が 62.5％で並んだ。 
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（分類１４）進路について 

⚫  児童相談所ケースと子ども家庭支援センターケースの中学生以上に対して、進路

の最終希望学歴についてたずねたところ、「5.大学またはそれ以上」と回答した人が

最も多く、35.3％であった。 

 

 

 

 

⚫  ２０年後の自分のイメージについて、以下の８問についてたずねた。 

 

① 自分がやりたいと思っていることをしている 

 

 

 

 

② なんでも話せる人が自分の周りにいる 
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③ 健康的に生活している 

 

④ 結婚している・パートナーと生活している 
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⑤ 子どもを育てている 

 

⑥ 生きがい、やりがいを見つけている 

 

⑦ 共通のしゅみを持った仲間がいる 
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⑧ 地域や周りの人に認められている 
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３ 自立援助ホーム入所者、児童養護施設退所者等 

☞ アンケート内容  111 ページ 

配布数 １０８件（自立援助ホーム入所者 ４件、施設退所者等 １０４件） 

回答数 
2３件（自立援助ホーム入所者 ２件、施設退所者等 21 件） 

※施設退所者等はインターネット回答のみ 

回答率 
２１．３％（自立援助ホーム入所者 ５０．０％、施設退所者等 ２０．

２％） 

設問 

分類１ 自分自身について 

分類２ 普段考えていることについて 

分類４ 子どもの意見表明について 

分類５ 児童相談所について    

分類９ 自立援助ホームについて 

分類１０ 自立について 

分類１1 退所後に必要な支援について 

分類１３ 公的サービスについて 

分類１５ その他 

➢  自立援助ホーム入所者の回答が少なかったため、年齢の近い児童養護施設退所者

等の回答とあわせて集計している。 

 

 

（分類１）自分自身について 

⚫  回答者の性別は、「男性」が６件、「女性」が１５件、「答えたくない」、「そのほか」がそ

れぞれ１件ずつであった。 

⚫  年齢別では「２０歳未満」が１０件、「２０～２４歳」が８件、「２５～２９歳」が５件とな

っており、「３０代」以上からの回答はなかった。なお、最年少は１７歳であった。 
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（分類２）普段考えていることについて 

⚫  自己肯定感や保護的体験の有無について 「とてもそう思う」、「まあそう思う」、

「どちらでもない」、「あまりそう思わない」、「まったくそう思わない」の 5 段階評価

でたずねたところ、全 12 問の結果は以下のとおりとなっている。 

 

「とてもそう思う」「まあそう思う」の割合は、「②自由に使える時間がある（95％）

で最も高く、次いで「①周りの人は自分の意見をちゃんと聞いてくれている」、「③自

分の身体や健康を大切にしたい」が９１％で続いた。 

 一方、「⑩社会を自分の力で変えられる」では６１％、「⑥他の人から必要とされて

いる」では６０％、「⑤自分自身のことが好きだ」では５７％が「どちらでもない」「あま

り思わない」「まったくそう思わない」と回答した。 
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（分類４）子どもの意見表明について 

⚫  日頃悩んでいることについて、複数選択可でたずねた。 

最も高かったのは「2．進学、就職のこと（57％）」、「7．お金のこと（57％）」で、次

いで「3．仕事のこと（48％）」が続いた。一方、「９．政治や社会のこと（９％）」、「１３．

インターネットや SNS のこと（１３％）」は回答率が低かった。 

 

⚫  相談相手の有無をたずねたところ、２３件中１７件（74％）が「1．はい」（話を聞いて

くれる人はいる）と回答した。 

 

⚫  前の設問で「はい」と答えた１７件に関して、相談相手を複数回答可（３つまで）でた

ずねた。 

施設退所者等では、「8．友人（38％）」、「1．出身施設の人（33％）」の次に、令和５

年度より事業を開始した区の相談支援事業「3．せたエール（24％）」が高かった。ま

た、その他の回答として「親代わりの人」などが挙げられた。 

「２．児童相談所の元担当」と回答した人はいなかった。 
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➢ 分類５，９，１０は自立援助ホーム入所者のみ回答 

 

（分類５）児童相談所について 

⚫  自立援助ホーム入所中の児童に対して、児童相談所についてたずねたところ、い

ずれも児童相談所の職員に言いたいことは「言えている」、面接頻度は「今のままで

いい」と回答した。 

 また、元担当児童福祉司に対して感謝の言葉が書かれていた。 

 

 

 

 

 

 

（分類９）自立援助ホームについて 

⚫  自立援助ホーム入所中の児童に対して、自立援助ホームの生活で困ったことをた

ずねたが、特になしとの回答だった。 

 

⚫  自立援助ホームの職員がどんな人だったら嬉しいか、という問いに対しては、「1．

話をしっかり聞いてくれる人」、「5．ダメなことはダメと言ってくれる人」の回答があ

った。 
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（分類１０）自立について 

⚫  自立に向けて不安なことをたずねたところ、「1．金銭管理」、「6 家事・炊事（生活全

般）」、「7.住民票や戸籍、健康保険や年金等の手続き」「8.電気、ガス、電話等の契約

手続き」等の回答があった。 

 
 

⚫  自立後にあったら利用したい支援等については、「1.相談窓口、サポートしてくれ

る場所（電話やオンラインを含む）」、「2.各種手続き（賃貸契約、住民票、光熱水費、

保険、銀行等）への支援」のほか、「7.同じような境遇の人が集まる居場所」、「8.児

童相談所や施設の職員と話すことができる機会」も挙げられた。 
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➢ 分類１１は児童養護施設退所者等のみ回答 

 

（分類１１）退所後に必要な支援について 

⚫  退所後困ったこと・不安だったこととしては、「１．生活費が足りるか（67％）」が最

も高く、「10 住民票や戸籍、健康保険や年金等の手続き（62％）」、「11.電気、ガス、

電話等の契約手続き（57％）」が続いた。 
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⚫  入所中に知りたかったこと・身につけておきたかったことをたずねたところ、「10.

税や医療保険の知識」が 76％と飛び抜けて高く、次いで「7.住居の探し方」、「9．住

民票や戸籍、健康保険や年金等の知識・利用の仕方」が 48％、「11.困った時に相談

できる窓口やサポートしてくれる場所」が 43％であった。 
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⚫  退所後にあったら使いたい支援としては、「2．各種手続き（賃貸契約、住民票、光

熱水費、保険、銀行等）への支援（62％）」が最も多く、次いで「6．賃貸契約の保証人

（52％）」、「1．相談窓口、サポートしてくれる場所（電話やオンラインを含む）

（48％）」、「8．児童相談所や施設の職員と話すことができる機会（48％）」が続いた。 

 

 

 

また、「４．経済的支援」を選んだ人に対して、具体的にどのような支援がほしいか

自由記述で回答をもとめたところ、以下のような回答が得られた。 

 ・「自立にかかる初期費用」（２０代・女性） 

 ・「ある程度自立できるまでの一定期間の収入の担保。」（２０代・女性） 

 ・「留学など勉強のための支援」（１０代・女性） 

 ・「家賃補助、野菜などの寄付、通学に必要な定期券の支援金」（１０代・女性） 

 ・「学費の支援」（２０代・男性） 

 

⚫  令和５年度より事業を開始した、区の相談支援事業「せたエール」の認知度をたず

ねたところ、21 件中 12 件（5７％）が「１．知っている」と回答した。一方、「２．知らな

い」と回答したのは７件（33％）であった。 
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（分類１３）公的サービスについて 

⚫  安心できる居場所の姿を複数選択可でたずねた結果、「1．いつでも行きたい時に

行ける（70％）」が最も多かった。次いで、「2．一人で過ごせたり、何もせずのんびり

できる（57％）」、「4.好きなことをして自由に過ごせる（43％）」、「7．悩みごとの相

談にのってくれる大人がいる（39％）」が続いた。 

 

 

⚫  施設退所者等にのみ緊急時のシェルターについてたずねたところ、１3 件（62％）

が「１．利用したい」と回答した一方、８件（38％）が「3．わからない」と回答した。 

 

⚫  緊急時のシェルターを利用する場合、必要と思う支援・サポートについて自由記述

で意見を求めたところ、以下のような回答が得られた。（一部抜粋） 

 ・「食事と入浴の場が欲しい。」（１０代・女性） 

 ・「生活に必要な最低限のもの、心のケアをしてくれる人」（１０代・女性） 

 ・「相談、話が出来る場所」（１０代・女性） 

 ・「同年代の人と会話する」（１０代・男性） 

 ・「食事、トイレ、今後について相談出来る大人。」（２０代・男性） 

 ・「鍵がかけられる部屋」（２０代・性別不明） 
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（分類 15）その他 

⚫  最後に、世田谷区に求めること、大人や社会に言いたいことについて自由記述で

意見を求めたところ、以下のような回答があった。（一部抜粋） 

 ・「相談できる場所や同じような境遇の人達が集まれる場所が増えてほしい」（１０代・

女性） 

 ・「施設に居る、居た事をあまり気にせず生活が出来る社会や地域になれば良いと思い

ます。」（２０代・性別不明） 

 ・「人と初対面でも関わりやすい場があればいいなぁと思う」（１０代・女性） 

 ・「生まれた時からお世話になってる世田谷が大好きなので、どんな人も生活しやすい

区になってほしいです。」（２０代・女性） 

 ・「ずっと助けて貰ってばかりですが、いつか何かしらの形で還元出来たらなと思って

います。」（１０代・女性） 

 ・「児童相談所の保護中のみならず、児童相談所の保護解除されていても、それまで受

けてきた本人にしか分からない苦しみ、悲しみ等といつも闘っているので、その人を受

けいれる多くの方々は、温かい目で優しいお言葉をかけて頂けたら幸いです。」（２０代・

男性） 

 ・「この歳になって、大人も子供だった訳で、年齢的に大人でも心理面で子供の人は沢

山いるんだとわかった。人を変えようとするのではなく自分が変わるしかないって言葉

の意味を実感してる。自分自身も子供のままの大人になる気しかしてない。変わらない

となぁって思ってます。」（１０代・女性） 
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参考資料 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

⚫ 児童養護施設入所児童・里子用の調査票は、以下４パターンを作成。 

・ 小学校低学年版 （（1）児童養護施設入所児童用、（2）里子用） 

・ 小学校高学年版 （（3）児童養護施設入所児童用＋里子用） 

・ 中学生以上版 （（4）児童養護施設入所児童用＋里子用） 

 

⚫ 在宅指導・在宅支援中の要保護児童用の調査票については、以下７パターンを

作成。 

・ 小学校低学年版 （（5）児童相談所ケース用、（8）子ども家庭支援センターケ

ース用、（9）母子生活支援施設入所児童用） 

・ 小学校高学年版 （（6）児童相談所ケース用、（10）子ども家庭支援センター

ケース＋母子生活支援施設入所児童用） 

・ 中学生以上版（（7）児童相談所ケース用、（11）子ども家庭支援センターケー

ス＋母子生活支援施設入所児童用） 

 

⚫ 自立援助ホーム入所者用の調査票は１パターン（12）のみ作成。 

 

⚫ 児童養護施設退所者等には、紙の調査票は配布せずインターネット回答のみ。 
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（１）児童養護施設入所児童用・小学校低学年版 
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（２）里子用・小学校低学年版 
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（3）児童養護施設入所児童用＋里子用・小学校高学年版 
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（４）児童養護施設入所児童用＋里子用・中学生以上版 
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（5）児童相談所ケース用・小学校低学年版 

 

 



81 

 

 

 

 



82 

 

 

 

 



83 

 

 

 

 



84 

 

（６）在宅指導・在宅支援中の要保護児童（児童相談所ケース）・小学校高学年版 
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（7）在宅指導・在宅支援中の要保護児童（児童相談所ケース）・中学生以上版 

 

 



90 

 

 

 

 



91 

 

 

 

 



92 

 

 

 

 



93 

 

 

 

 



94 

 

 

 

 



95 

 

 

 

 



96 

 

（８）在宅指導・在宅支援中の要保護児童 

（子ども家庭支援センターケース）・小学校低学年版 
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（９）在宅指導・在宅支援中の要保護児童 

（母子生活支援施設入所児童用）・小学校低学年版 
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（10）在宅指導・在宅支援中の要保護児童 

（子ども家庭支援センターケース＋母子生活支援施設入所児童用）・小学校高学年版 
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（11）在宅指導・在宅支援中の要保護児童 

（子ども家庭支援センターケース＋母子生活支援施設入所児童用）・中学生以上版 
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（12）自立援助ホーム入所者用 
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児童養護施設退所者等用（インターネット回答のみ） 
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